
7:00PM開演（6:30PM開場）
A ¥ 4,500 B ¥ 3,500 （税込／全席指定） 〒663-8204 兵庫県西宮市高松町2-22阪急西宮北口駅南改札口スグ／ JR西宮駅より徒歩15分（阪急バス7分）

金2026.6/5
※未就学児童はご入場いただけません。
※やむを得ない事情により、曲目等が変更となる
　場合があります。あらかじめご了承ください。

一般発売

日
3/22

☎0798-68-0255
（10:00AM ‒ 5:00PM　月曜休み ※祝日の場合翌日）

https://www.gcenter-hyogo.jpインターネット予約

※窓口での販売（残席がある場合）は3/24（火）より

芸術文化センター
チケットオフィス

芸術文化センター会員
先行予約受付開始 3/20 金・祝

主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター

パリ発！世界最高峰のピアノ・トリオが贈る、珠玉の名曲

ハイドン：ピアノ三重奏曲第27番 ハ長調 Hob.XV:27
ドヴォルザーク：ピアノ三重奏曲第4番 ホ短調 op.90 「ドゥムキー」

ブラームス：ピアノ三重奏曲第1番 ロ長調 op.8
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Franz Joseph Haydn: Piano Trio No.27 in C major, Hob. XV:27

Antonín Dvořák: Piano Trio No.4 in E minor, op.90 “Dumky”

Johannes Brahms: Piano Trio No.1 in B major, op.8
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T�o Wande�r

　このトリオは30年以上不動のメンバーであり、相互の信頼感が非常に高く、常にトリオによる演奏活動を最優先にして
きている。卓越した演奏技術、音創りにおける非常に繊細な感性、相互のコミュニケーションに裏付けされたアンサンブル力
によって高い評価を得ており、世界有数の室内アンサンブルのひとつに数えられている。
　パリ国立高等音楽院で室内楽プルミエ・プリ（1等賞）を受賞したのち、1987年から1991年にかけてジャン＝クロード・
ペヌティエ、ジャン・ユボー、ヤーノシュ・シュタルケル、メナヘム・プレスラー（ボーザール・トリオ）、およびアマデウス
四重奏団などの巨匠達から学んだ。1988年にはミュンヘン国際コンクール最高位（１位なしの２位）、1990年にはフィッシュオフ
室内楽コンクール（アメリカ・インディアナ州）でも優勝を飾った。フランスで教育を受けた後、全員がアメリカでのキャリアも
積んでいる。そのことが単にフランス系の演奏団体というにとどまらず、ドイツ・オーストリア系のレパートリーやチャイコフスキー
などにグローバルな感性を豊かに見せ、彼らの創る音楽に普遍的な価値を与え続けている。
　CD録音も恒常的かつ積極的に行っており、リリースも多数。最新譜は25年7月録音「ART NOUVEAU」。
　音楽誌ストラッドから「Wandering Star」と呼ばれ、世界の最も権威のある様々なホールで演奏してきている。ベルリンフィル
ハーモニー、パリのシャンゼリゼ劇場、ロンドンのウィグモアホール、ミラノのスカラ座、バルセロナのパラウ·デ ·ラ·ムジカ、
ワシントンの議会図書館、リオデジャネイロの市立劇場、チューリッヒのトーンハレ、アムステルダムのコンセルトヘボウなど
である。また、エジンバラ、モントルー、フェルトキルヒ、シュレースヴィヒ・ホルシュタイン、ラインガウ、コルマール、ラ·ロック・
ダンテロン、ラ・フォル・ジュルネ（ナント、東京、新潟）、グラナダ、ストレーザ、大阪などの主要な音楽祭にも出演している。
中でも2002年8月のザルツブルク音楽祭デビューは、批評家から絶賛され04年と06年、12年にも招かれている。16年からは、
単独で定期的に日本ツアーを行っており、24年6月には、コロナ禍を挟んで6年ぶりの来日を果たした。

ヴァンサン・コック［ピアノ］　Vincent Coq, piano

ジャン＝マルク・フィリップ＝ヴァルジャベディアン［ヴァイオリン］　Jean-Marc Phillips-Varjabédian, violin

ラファエル・ピドゥ［チェロ］　Raphaël Pidoux, cello
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　トリオ・ヴァンダラー。世界有数の常設ピアノ三重奏
（トリオ）である。30年以上不動のメンバーは、常にトリオに
よる演奏活動を最優先にしてきた。お互いへの信頼は厚く、
テレパシーのよう（！）に息の合った彼らのアンサンブルは、
自然とまるで1つの楽器のように溶けあい、一体となった
音楽を生み出す。まさに、円熟のトリオだ。（ちなみに、
「ヴァンダラー」とは「さすらい人」という意味だ。）
　芸術文化センターには、コロナ禍を経て2024年に6年
ぶり2回目の登場を果たし、その巧みで繊細な音楽で
満席の聴衆を虜にした。再登場を待ちわびたファンも
多いだろう。

　2年ぶりとなる今回のプログラムも、ピアノ三重奏の傑作
が並ぶ。快活で華やかなハイドンに続いて、ドヴォルザーク
「ドゥムキー」。小曲を組み合わせた組曲のようなユニーク
な構成の曲で、哀愁漂うメロディと民族音楽を思わせる
激しい舞曲のリズムが表情を変えながら現れる。最後は
ブラームスのピアノ三重奏曲第1番。緻密な掛け合いと
叙情的な旋律、そしてダイナミックな展開をもつ名曲は、
至高のトリオによる演奏でより一層の輝きを放つ。
　金曜の夜、熟練のトリオが奏でる珠玉の名曲たち。
美しい音楽に没頭する濃密な時間を、じっくりとご堪能
いただきたい。
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